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アイリス・マードックとマーガレット・ドラブル

今から21年前、一年半ほどロンドンに滞在した

時のこと、かねてからその作品を訳 したり、紹介

文を書いたりしたアイリス・マー ドックとマーガ

レット・ドラブルに会うことができた。まだ1ポ ン

ド、600円 の時代である。 この会見については既

に一、■の所で言己したが、ある意味では彼女たち

は現代イギリス文学を代表する対照的な作家であ

る。せっかくの機会だから、そのときの印象を元

に、この二人の作家のささやかな素描を試みてみ

たい。

1980年 6月 23日 (月 )の夜、ロンドン南西部ダリッ

ジにある拙宅の電話が鳴った。受話器を取ると、
「ハロー、ユーシロー、ジス・イズ・アイリスJと
いう声がする。実に親 しみのある気さくな話し方

だが、あいにくアイリスという名の知人、友人は

いない。はて誰だろうと考えているうちに、突然

アイリス・マードックからの電話だと気がついて、

狼狽した。数ケ月前、あなたと俳句や禅の関係に

ついてぜひ詳しく伺いたいと会見を中し込んでお

いたのだ。待ち合わせは翌日午後 2時、場所はス

ローン・スクエアの「キングズ・アームズ」。あと

で聞くと、ここはマードックお気に入りの所で、

よく待ち合わせに利用していたらしい。

当日は小雨の降る肌寒い天気だったが、注文 し

たジュースが運ばれてくると、マードックは月並

みな会話は一切抜きにして、いきなり1969年の第

一回の訪日の印象や宮島の鳥居の素晴らしさを潅々

と語りはじめ、その真摯な熱っばい姿勢で私を驚

井 内 雄四郎

かせた。やがて俳句や禅の話題に移り、彼女は自

分が最初に俳句を知ったのはR.H.ブ ライスの大
著『俳句』によってであり、学生時代、鈴木大拙

の著作に接し深く感動 したことなどを率直に、憑

かれたように語った。またアーサー・ウェイリー

訳『源氏物語』で知った日本の宮廷文学の素晴ら

しさを賞賛 じ、翻訳者たる者はすべからくウェイ

リーのようであらねばならないと強調 した。

彼女は俳句や禅の寡黙な表現の背後にある無限

の拡がりの持つ魅力を指摘した。では、どの句が

最も日]象的かと尋ねると、彼女は「フルイケヤ

カヮズ トビコム…Jと そこまでを日本語で答え、
「あとは覚えられませんJと 童女のようににっこ

りした。

次に会話は彼女の戯曲『三本の矢』に移った。

この中で和歌ではなく俳句が登場しているのは、

長い豊かな措辞を特色とする欧米の詩にとって、

和歌の長さは中途半端であり、簡素で寡黙な俳句

はかえって欧米の読者に新鮮な文化的衝撃をあた

えると考えたからではないかと尋ねると、マードッ

クは大きくほほえんで、それはあなたの買いかぶ

りで、自分はかねてから『源氏物語』にならって

日本の宮廷を舞台にした作用1を書きたかった。俳

句を使ったのは、宮廷では和歌を詠むことはむろ

ん承知 していたが、和歌についてはあまり知識が

なく、ブライスを通 じて知った俳句を使ってみた

のだということだった。

もう約束の時間である。私が礼を述べて立ちあ
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がろうとすると、マー ドックは突然あなたは俳句

を作りますかと問いかけてきた。私がええと答え、

照れながら自作の「イギリスはクイーンに大に薔

薇の国」ほか三句の英訳を差 し出すと、マードッ

クはじっと眺めたあと、「イギリスは一Jの句は

とてもおもしろい。イギリスは本当にクイーンに

大に薔薇の国ですねえと声を挙げて笑い、ハンド

バッグに紙切れをしまった。

このようにマードックとの一時間は、本当に知

的な緊張とスリルにみちた心温まる時間だった。

私は東洋の文化とあれほど真剣に熱っぱく向き合

う欧米人に出会 ったことがない。後日彼女から

「1939年のアガメムノーンのクラスJ(1977)と い

う詩のコピーが送られて来たことを付け加えてお

こう。

ドラブルに会ったのは、その前年の 5月 である。

自宅の応接間ににこやかに現れた彼女はケーキと

紅茶を勧めながら、私に家族のことを尋ね、家族

とロンドンにいると知ると、奥さんはこちらの生

活を楽しんでいるかとか子供さんの学校で困るこ

とはないかとか、こまやかな気配りを示 し、自分

の子供達のことを優 しい母親のまなざしで楽しげ

に語った。続いて彼女は自作の主題や意図、登場

人物、尊敬する作家などについての私の質問にて

きぱきと明快に、絶えずユーモアをもって次々に

答えていった。何と社交性にとみ、頭の回転の早

い、バランスのよく取れた人かと感 じ入ったもの

だ。          、
やがていとまを告げようとすると、彼女はバス

停まで送ってくれた。数日後自宅のパーティーに

私達夫婦を招待する旨の手紙が届き、私が贈った

風呂敷をネッカチーフにして皆に賞められたとあっ

て、私をにやりとさせた。

RER711EMBERING IRIS

ChristOpher HeywOOd
/ゝ1y first rr.eeting with lris was in」 ohn's rOOm in St AnthOny's C01lege,OxfOrd,at a

small party to celebrate their engagement to marry Few people were present:」 ohn's

mother,David and Rachel Cecil,and a scattering Of Others The spirit Of the frOlicsOme

post_war decade prevailed The Coldヽ Var had not yet bittcn to the bOnO,ヽVall had not

appeared,Hungary and Belfast had not happened yet_Bright breezes seemed to prolll

ise another perpetual Edwardian sulflllller.

John,as l recall the event,offered cups of tea and plates Of cake, and it is hard tO

irnagine that wine was absent_R/1y recollection is that his lnother tactfullv let hilln dO all

the w6rk.Perhaps she recOgnised the emerging chef、 ハ/hO vFas destined to lond a new

value to the concept of spam.She spoke to me kindly, as thOugh、 「e had known each

other for a long tirlDe,of things l have forgotten,perhaps about nOvrlls,as that、 子as the

SubieCt Of rny postgraduate research at that tilne,I, vFas a relief nOt tO have tO talk

about South Africa,a subiect l regarded then as a lead bal100n,Or the、'ar,which by

then had faded into the comfortable distance,if such a thing can be imagined,of some

seven years before.I exchanged a M/ord or tv′ o with lris,I fOrget about 、ハ「hat ifor us

this vvTas a rather forrllal first llleoting 」ohn、ハ′as toO busy f1/1r c()nversation The others

、ハrere strangers.For the rest of that brief afternottn l had one of thOse conversations

with Rachel Cecil、 vhich one never fOrgets,about the BIoomsbury 、ハ/Orld Happily this

M/as not a subicct Of research ノゝ first post、ハ″ar book, investing a neヽ ハF subject called

Bloomsbury, had recently appeared, and l had read a revie、 ハF. Literary life seemcd
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about tO begin.

Nearly fOrty years later we llllet again.2へ mazingly,they remembered the post card of

」anノヘrnolfini and his、 vife、ハ″hich l had sent then■ to cOngratulate theln on the wedding.

It was posted from Birmingham,where l had my first academiciOb.I regret that card

now,as it portrays a regnant lady,and that didn't happen.Acadellnic life cuts one off

mercilessly frOln dear friends,yet it sharpens rnemory.Perhaps it increases affection,

though the novels and poems about it seem to say the oppOsite.フ lヽthough she was in―

separable frorll John for nearly half a century,they had lives Of their o、 vn,as the rnem―

oirs have shOM″ n.In the pre― engagement years l knew hirn as a nirnble and unstOppable

literary rnind,and that rare phenomenon,a tutor v″ ho was a friend frOn■ the start.

Before the engagement party l recognised lris as a celebrity in the、 vOrld of ldeas,

and that meant lsaiah Berlin to New College people like rnyself,thOugh we were sagely

aware that other names and other faces,and even bOOks,did exist in the great、 ハ″orld

of Philosophy outside the College、 valls.In those days l first saw her in frOnt Of the

フヽshmolean,、 vith fruit and veg.in the string bag which everyone used in those days.She

was imlnersed in thought, I ilnagined, about AristOtle and Wittgenstein, but mOre

probably she、 ハ/as rehearsing phrases for the gestures she made her Own in the novlsi

the`garnine'10ok,the hand― Inade hair― do,the stumping、vay of walking, the piercing

blue eyes darting yet amazingly restful to the point of glassiness.In those days it M″ as

rumoured that everyone was completely crazy about her.ヽ Vhat else could one be?Ev―

eryone was. Her novels celebrate the、ス″ild centre of existence. ]Later, in the remote

fastnesses of Sheffield,when l became the owner of a green Riley l.5(it was a jOy that

ceaselessly broke down)its colour was instantly recognised by a passing Oxford scien―

tist,not as the correct British Racing Green but as`lVIurdoch(]reen'.

The 1990s、 ハrere lllemorable for the lneetings at lny small house in OxfOrd. lvly kind

tenants、ハ7ere illl France during the sulnrliers、 ハ/hen l had study leave from Okayama,so

l had the house to myself and the visitors Naturally there had to be sulnrller parties,

as everyone in(Dxford has to have a surlllner party to while away its long Edv″ ardian

summers.To myioy`the Bayleys'came along and Professor Yozo Muroya,my ever

entertaining colleague at Okayama,continued his cOnversations of lOng standing with

lris,about her novels,and ldeas,and Buddhism,andヽ Var and Peace. That's a guess,

as,to be fair,I never did find out、 ハ/hat the conversations were about.

さ/1y own Conversations、 vith lris in those last years M√ere lively but uneasy Not being

lrish,I tread carefully on the subieCt Which suddenly emerged,in Thθ  Rθごattσ ιibθ Greθ刀
,

as close to her heart Her solutions were a trifle ttver― clarified,I thought,after a con―

versation in、 ハ/hich she laid the blame for dissension in lreland at the door of POpe Nor

could l enthuse about her having adopted, a shade under― critically l thougt,the fash―

ionable idea that Heathcliff, thc hero of Iヾuttθring止んなん
`S, Was the son of old MrEarnshaw.I「Iow could he be?It、 ハ/ouldn'tv″ ork.Suddenly those bright sulllrllers faded

as the end apprOached.IIer repeated phrase at our last conversation was:`ヽ Vhere?…・'

and again`やVhere…・'.Even so,there is a philosophical ttuth in that quostion.Do we ever

knOW iust where we are?
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Her early novels were a beacttn in the 1950s,among new v″ Ork by Kingsleyコミrnis,that

supple stylist,and Angusヽ Vilson,presiding spirit Of the old Reading Room in the Brit_

ish lvluseum.One day l will take up the later nOvels, tO share lris's experience Of the

violent world、 ve lived through.Re― reading the care― free early novels will be a future

pleasure.Remembering her is an amazing iOy.

第 2回 大 会 報 生回 言已
｀

平成12年 10月 7日 0、「第 2回日本アイリス・マー

ドック学会Jが、川崎医療福祉大学で開催されま
した。関東から九州にいたる各地から28名 の方が

参加されました。司会の福永先生は前日、鳥取県

西部地震の余波を受けて地震とは無縁だと考えら

れていた岡山も震度 5の激震にみまわれたこと、

それにもかかわらず学会が無事に開かれてよかっ

たと述べられました。続いて室谷会長もユーモア

たっぷりに地震にふれられ参加者に謝意を述べ実

りある第 2回学会になるよう願いますという挨拶

をされました。理事会、事務局、会計から報告が

あり、総会は終わりました。午後からは4つの研

究発表と特別講演が行われました。占田島さんと

笹岡さんは共に、物θ
'a′

励θ ttθを選ばれまし

た。古田島さんは、 T/2θ
'2,ι
力θ,aにおけるマー

ドックとヴェイユの思想的類似性について、笹岡

さんは、主人公チャールズの魂の遍歴をプラトン

の「洞窟Jの比喩の観点からそれぞれ言及されま

した。山本先生は、『ユニコーン』のなかの呪わ

れた部分、暴力性をとりあげた研究を発表されま

した。榎本先生は T/iθ 伽
“
κ腱■方をとりあげ、

ストニリの面白さ、存在感のある複数の人物、そ

して神話とリアリティが調和したこの作品はマー

ドックの晩年の最高傑作であると熱をこめて話さ

れました。詩人のPaul Hullah先生の特別講演は

マードックの詩についてでした。彼女は作家、哲

学者として世に知られているが又詩人としても非

凡な才能を持つ人であることを数編の詩を取り上

小 野 順 子

げて話されました。発表者、講演者は共にその作

品の魅力を語り、その作品の真髄を読み解こうと

されていました。それ故に研究発表、特別講演と

もに説得力があり素晴らしいものでした。閉会の

辞は井内先生で来年の再会を誓って閉会となりま

した。

懇親会は同大学の食堂で開かれました。駒沢さ

んの司会のもとで楽 しい懇親会になりました。乾

杯の音頭をとってくださったのは清野茂博氏でし

た。氏は奥様の婦美子さんが会員なので彼女の秘

書役に徹するつもりであったのに乾杯の音頭をと

ることになったので急遠会員になったとジョーク

を交えてお話になられました。お料理はおいしく、

適量のアルコールもあって宴が盛りあがるなか、

マードックの作品と出会うことになったきっかけ

を出席者みんなが順番に話しました。 1日知の人も

新 しい会員もみんなマードックと彼女の作品を愛

し研究する人達なので、話がはずみ時間は本当に

あっというまに過ぎ去ってしまいました。第 1回

大会も暖かい心のこもる会でしたが、この第 2回

大会はそれにもまして心に残る会となりました。

会場の外にでると、秋風が吹き、お1ま ろ月が出て

いました。参加者は来年のこの時期にこの地で再

会することを心に抱き、名残を惜 しみつつ別れま

した。
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研究発表要旨

劉b Sθa′ 励θ Sθaに おけるマー ドックと
S.ヴ ェイユの思想的類似とその小説的展関

マードックとフランスの思想家、 S.ヴ ェイユ

(1909-43)と の思想的な繋がりは広 く知 られる

ところであるが、プラトン思想を原点に持つ両者

の基本的な世界観、人間観は、極めて多くの点で

一致する。まず両者はこの世界における善の不在

から出発する。世界は盲目的で非情な必然の力の

みに支配されており、我々人間は物理的にこの法

則に従うだけでなく、精神的にも重力に近いメカ

ニズムに支配される存在である。精神が有するメ

カニズムとは、自我を拡張し、世界をそれで埋め

尽くそうとする働きであり、この自我の産み出す

幻想こそが、我々を東縛するのである。

物θ tta,“θ,aに おいては、 こうした両者の

基本的な世界観が如実に表れている。舞台となる

荒々しい海は、世界を支配する必然性の象徴であ

り、その海を背景に占い館に住む主人公、チャー

ルズは、必然性の支配に晒されながらも、幻想と

いう館を構えてそこに閉じこもる人間の姿を表し

ている。彼は自分こそが人生の支配者であると信

じる典型的な人間であるが、この自我の幻想を捨

てない限り、我々にとっての救いもありえない。

世界を支配する必然性の存在を受け入れ、自分が

執着する虚しい自我を取り除いて初めて、我々は

真実に近づくことが出来るのだ。ヴェイユは、人

間の中にそれを可能にする聖なる部分が存在する

と言う。それは我々の中にあって、いかなる状況

においても善を求める非人格的な部分である。

普段は自我で覆い隠されているその部分が剥き

出しにされる契機となるのが、美と不幸の存在で

ある。美によって、非情な必然性の支配する世界

も愛すべきものとなっており、美を愛することに

よって、我々は必然性の支配に同意する。 しかし、

美は最も親しみやすい契機である反面、はかなく

消え去りやすいものでもある。小説中のチャール

ズの美に対する最初の開lllも 、彼に決定的な解放

をもたらすには至らない。これに対し、不幸は人

古田島 綾 子

間の身体と魂に必然性の荒々しさを叩き込んで人

格を剥ぎ取る教化的な役割を果たす。ヴェイユに

よると、真の不幸は社会的な失墜、肉体的苦痛、

そして精神的な苦悩から成るが、チャールズはこ

の三つの要素全てを、償濠1界からの忘却、海への

転落、そして青年タイタスの死という形でそれぞ

れ経験する。不幸という不条理を前に、彼の幻想

の世界は崩れ去るが、そこで初めて、不幸に屈し

ない唯―の部分、人格を超えた聖なる部分が景1き

出しにされ、彼は不幸の沈黙の答え―必然性の支

配の下に万物が何の疑問も持たずに服従する世界

の姿一に行き着 くことになる。

必然性の絶対的な支配を認識し、自我の幻想の

虚しさを知ってなお、チャールズには再びこの世

界で生きる喜びを取り戻すという最後の仕事が残っ

ている。それはマードックが最終的に目指す、必

然性の支配への愛をともなった同意によってのみ

果たされる。ここで再びチャールズと世界の掛け

橋となるのは、世界の美である。彼は一連の事件

の後、宇宙との一体感を再び経験するが、そこで

初めて、彼は真の世界、自我の網を取り去った必

然が支配する世界を受け入れ、その美しさに身を

委ねる。恐ろしい暴力と映っていた必然性は、い

まや宇宙の音楽となって彼の耳に響き、彼の目に

映った新たな世界は、穏やかで明るい、祝福され

た世界だった。

ヴェイユとマードックの世界観は、その断片だ

けを取り上げれば悲観的に見えるだろう。 しかし、

そのような厳しい認識は、実はその背後に絶対的

とも言える肯定的な世界への愛があるからこそ、

可能となる。そしてこの世界への愛は、自ずと、

この世界で共に生きる同胞である人間すべてへの

愛にも通 じる。実際、この二人の思想家に共通す

る最も大きな部分は、この、存在するものすべて

に対する暖かなまなざしと愛なのである。
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一

研究発表要旨

プラトンが、『国家』で巧みな比喩を用いて著

した「様相」から「実在」への魂の遍歴を、マー

ドックは芸術のテーマでもあるとして、主人公の

内面的遍歴を描いてきた。物θ tta,励 θ ttaに は、

火と太陽をキーフードとする「洞窟」の比喩が枠

組みとして深く関わると共に、重層的に取り入れ

られた他の枠組みと交錯しながら、自己抑制の必

要性へと収敏されている点を考察した。

比喩に登場する二人の対照的な囚人。地中深い

洞窟で、背後の火を認識できず、火が洞窟の壁に

投影する人形の影を全実在と信じる囚人に対し、

火を認め、影の正体を知ったもう一人の囚人は、

険しい道を登り洞窟の外に出て、火ではなく太陽

こそが可視界を支配 していることを認識後、仲間

を救うため、せっかく脱出した洞窟に再び降りて

いく。二人の位置の高低関係と明暗の対比は啓蒙

度の相違を表わし、後者は無知の闇に棲む前者に

光をもたらす役割を担い、作中のチャールズとジェー

ムズに相当する。比喩の火と太陽は、人間界での

真実と善のイデアを象徴するが、マードックはこ

の火を「自己Jと解釈 した。

成就しなかった昔の初恋の人ハートレーを太陽

と崇めるチャールズは、自己の火が照らすハート

レーの影を崇拝する囚人、自己を抑圧 しながらも、

意識下で自己の渇きに悩む人物である。彼の母は、

義弟一家の寛容を劣等感や嫉妬心から歪曲したが、

現実を無視し、見たいようにしか物事を見ない姿

勢は、チャールズにも引き継がれている。イメー

ジや妄想を実在と信じた彼は、現実を歪曲して生

きざるを得ず、他者の真実注視や、夫婦という継

続的な人間関係を学ぶことなく老いた。心の渇き

を手記執筆という内省手段で癒そうと、彼は演劇

界を引退し海辺の家に隠棲したが、主知的な態度

に反してロマンティックな幻想に駆られ、ハート

レー監禁事件を起こした。

事態を解決に導き、生命と魂の危機を救ったの

笹 岡 ヒサノ

はジェームズであり、チベット仏教に精通した彼

は、チャールズ救出後ニルヴァーナの境地を希求

し旅立った。チベ、ントでは臨死時、心の本体であ

る閃光を認織し、融合した者には解脱が得られる

が、自我や執着に縛られ、心の本体を認識できぬ

者は閃光を恐れ、後から現われる偽の穏やかな光

と融合することを選んで、永遠の輪廻に縛られる

とされている。不可視的閃光と偽の光の関係は、

比喩の太陽と火の関係に相当する。比喩の目的も

火を太陽と取り違えることなく、太陽を認識する

事にあった。関連しあう『チベット死者の書』と

「洞窟Jの比喩は、人が自己に対 して抱き続ける
ロマンティックで本性的な幻想を抑制し、他者の

真実を私心無く注視する事こそ善への道であり、

より良い生への可能性とするマードックの解釈に

収敏される。

痛みと共に利己的自己に日醒めても、「エネル

ギーとぬくもりの源泉」である自己が刻々と新た

な影を生じる事実を前に、チャールズは人に進歩

は無いのかと悲観的な目を向けるが、ジェームズ

の様な生き方は出来ない。彼は、「人を害さぬ心

がけ」をささやかに実践じつつ、「海Jに等 しい

「時」の流動性を生き続けようとしている。

タイトルが想起するヴァレリーの詩 “海辺の墓

地"は、本作品と内容や展開に多くの共通性を持

ちながら差異を強調する枠組みとして用いられ、

チャールズの覚醒は、詩の覚醒を更新し、不透明

で明確な形の無い、偶然性に支配される人間の現

実を鮮明に描きだしている。

A Maclntyreは 、現代は道徳的に新たな「暗

黒時代Jと述べたが、公共性の喪失や、エゴイス

ティックな利益追求を最優先 した個人や企業の倫

理観の喪失など、作中指摘された自己抑制の必要

性は、現代人の心の不毛に大きな意味を持つ。芸

術と人間の在り方を、読者に深く問い掛ける作品

である。

火と太陽 :鋤θ Sθa,湯θ Sθaと 「洞窟」の比喩
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研究発表要旨

Murdochは 、 “Against Dryness" において、
「現代文学が暴力にとても関心があるのに、悪の

説得ある絵を描いていない」といっている。彼女

が根源的な流動体である 《暴力》の表象としての

《悪》に注日していることは明らかで、処女作

めガα ttθ ハ石θι以来、 動θF■ig`力ο
“
“

θ ttb

θ力a″ιθtt И Sθざere∂ Hea∂ , 71りθ υЪゴθοr″ , 7しbθ fta′―

力η 3irl,abθ 更通 θ oF ι力θス″gθお,■ Fatr■y
Hοηουraがθ」Defea夕や、 71bθ  Bοοtt a″σんbθ fケοι力_

“
%ο∂などの一連の作品に暴力のグラフィック

なシーンが見受けられる。

これらの作品のうち、 7/1θ しりθοrrlは その舞台

設定からして、「ゴシックJ的色彩が濃 く、 ヒロ
インのHannahは 西アイルランドとおぼしき荒野

の海岸近くのGaze Castleに 幽閉されている。 こ

の館の不在地主たる夫のPeterの 命を受けた腹心

の部下たちによってHannahは監視されている。

中世風の人里はなれたこの館は、より大きな社会

集団の審級としてのアナロジックな構造をもって

いる。

この小説が展開する以前に、この小集団は 《暴

力》によって危機に陥っていたという事実があっ

た。Hannahの 夫殺し未遂事件というタブーの侵

犯がそれであり、前過去での暴力に汚染された

Gaze Castleに 、第二者としてのMarianが Hannah

のフランス語家庭教師として下界から聞入するこ

とになる。ゴシック・ロマンスの条件としての 《恐

怖》にとらえられたMarianは、「いわれなき」暴

力の血の匂いを早くも感じ取っている。

はたして、Peterに よるHannahへの日常的暴力

と、それに桔抗する近隣のもうひとつの館Riders

のPipと Hannahの 情事。駆け落ち、それを抑えよ

うとするPeterと の間に暴力があった。その結果

Peterは 断崖から転落し、障害ある身になってい

る。このことに対する罰としのHannahの 幽閉、

また、Peterの 手下Geraldと 使用人のEvercreech

『ユニコーン』――その呪われた部分

山 本 長 一

姉弟を中心とするこの共同体成員の全員一致によ

る暴力的監視 (gaze)の繰り返し。これはベンヤ

ミンの言う「法維持的暴力」に当たるものである

のか、共同体や共同体間の相互的暴力なのかは興

味のあるモチーフである。ヽ

しかし、際限なき暴力はソドムとゴモラに共同

体を貶め、崩壊に導 く恐ろしいものである。ここ

に今村仁司の理論が説得力をもってくる。つまり、

力によって生まれた社会関係はつねに暴力を内在

させていて、絶えぎる危機が社会関係を脅かし、

社会関係に危機が訪れるたびに、社会関係は運命

的に暴力によって危機をそらす必要にせまられる

というのである。この危機をそらすために「身代

わり犠牲」が考えられるから、Hannahをサクリ
フィスとして選び出さざるを得なくなる。Hannah

はRidersの Maxに よるとスケープゴートであると

され、一人の罪人、キリストのイメージをもつユ

ニコーンだという。根源的暴力に対し、彼女をス

ケープゴート、っまり 《第二項》として排除する

ことで、この集団の危機をそらさざるを得なくな

る。これまでも何度かH annah救出作戦が試みら

れたが、ことごとく失敗した。 7年毎に繰り返さ

れる洪水とあいまって、Marianは Effinghamと

いうMaxのかつての愛弟子を誘い、忠実な下僕
のDenisの 協力で救出を試みるが失敗、Geraldの

邪悪な暴力の軍門に下り、彼は主人に代わり絶対

的権力を握る。やがて帰還するPetcrは洪水で死

に、Pipの摯折と死、暴力のミメーシスを断ち切

るべくHannahに よるGeraldの 射殺、 さらに彼女

は自殺をはかり自分に欲望する二人の男の死を巻

き込む 《エクセ》とその 《蕩尽》は、この暴カヘ

の供儀が失敗したことを示している。
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研究発表要旨

もう一つの自鳥の歌

Iris MurdOchの 772θ 鋳
"κ腱勁【以下 GK

と略記)は あ法鉤″t Dilemmaと 並ぶMurdOchの
晩年の傑作であり、「もう一っの白鳥の歌」 と呼
ぶにふさわしぃ。Elizabeth Dippleは GKを「読
者をもっとも引きつけて放さない作品の一っJと
称賛している②。

Dippleは またMurdOchの 自作を語る言葉 は大
変影響力が強いため、評論家たちはその言葉
(「芸術家と聖人の対立Jな ど)を使 って彼女の作
品を論じ続けていると批判している③ し、平井杏
子氏 もMurdOchの小説を小説として読むことの
必要を強調している④。

MurdOchは GKで T01stOyや Austenな ど19世紀
小説の世界に限りなく近づいてぃる。その長所は
ストーリーの面白さ、存在感のある複数のcharac_
ter、 そしてsymb01な どがストーリーにうまくと
けこんでいること、などである。

&rθ∂吻ヵ a″σ ttθ θ
“
釦 Kh」綺では、Green

Knightは Gawainに 生と死について考えさせる。
Green Knightと は他者であり、死であり、また
豊かさ取り戻させる、彼方からくる力であるこG
Kで も中心をなすのは、ルーカス・グラフに徴ぎオ1、
後に甦るピーター・ミアの復讐劇である.堅丈

=者ルーカスは養子だった。そして自分ようも両護
に愛された弟クレメントを憎み続けていたこそし
てある晩クレメント殺害を企てる。何の疑 tヽ こ建
かず、勧められるままにヮインの杯を重ねるクレ

メント。やがて時の流れはゅっくりになり、モノ

はきらきらときらめき、そしてテーブルはやけに
だだっぴろく見えてくる。外に連れて行かれたタ
レメントは、ルーカスが自分の上に凶器を振りか
ざすのを見て驚愕する。が、倒れたのは見知らぬ

男だった。ルーカスに「逃げろJと 言われ、逃げ
帰ったクレメントは、フラット中のあかりをつけ、
眠れそうもない、っまり真実を照 らし出す明かり
のもとで起こったことの意味を考えよう、としっ
つ、結局シーッをひっかぶって寝てしまう。この
エピソードでは、光と闇が実に効果的に使われて

― 動θθ″Fll xb二動
`を
読む①

榎 本 員理子
いる。光は現実の光であるとともに、真実を照ら
し出すものでもある。

本書には、ルーカスゃクレメントら中年世代の
みならず、ハーヴェィ、モイら若者達、また人生
の求道者たるベラミが、苦悩しつっ生き生きと生き
[言省ゝ言T;Lil層 iξ&二 [1彙 l‖[混:L
れ戻されて死に、ルーヵスも、ルイーズの娘アレ
フとアメリカに渡ってしまう。このため読者はピー
ター対ルーヵス=他者対自己 (「私J)と ぃぅ単純
な対立の構図から解き放たれる。そして他者とは
私たち一人一人の心の中にも存在するのだと気づ

倉i121:il看 [′ :、三二[ご :貧 |:嬉『女言
ものなのだ、と。マードック自身、従来のキリス
ト教に飽き足らず、様々な宗教に関心を向け、―
時は仏教に深く心を引かれたとぃぅ。 しかしその
過程で自身がいかに深くキリスト教の影響を受け
ているかに気づいたとぃっ。たとぇばマードック
は自分をChristian Buddhistと 呼んでいる。′と、の
中に神を求めよとぃぅ言葉は溜aaphySI“ as a
θコfσε lο Aゎ

“
たにも出てくる。

CI.ま楽 したで蓑ませつっも、 このような人生
‐う大きな真実こ_っ :こ ≡を買■せるこ筆者がGK
そ ■i一っ

=弓
こ尋1_と 手ふ :つ えんである。

GibbOnsの 3生 6,ノ_

・ lキ ル |ま GKで も
ま薫三 tiて 来る。

「」=fl rllfrr r alld
13.111=r 、agirl=[ [= lit:1l  Trlcks and

Ittigages f[l ll=H■ ■i.scu::Or,The use Of
I工 aまnatiT= Literalure ‐  Iris Iヽイυr′οOり ′″σ
量ξ Sθa■ch」fr 〃」ェar σ。。ab?θss ed Maria
AntOnaccic and、‐illiam shweiker(ChicagO:The

Un、・ersit}‐ cf chicago Press,1996),143

CDipple,161

④『アイリス・マードック』彩流社、1995年。

一
ヽ
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特別講演要旨

MODES OF DESIRE IN IRIS IMURDOCH'S POETRY

Paul Hullah

This paper proposes thatゝ Iurdoch's poetry is infOrmed by a desire to lnarry,or in―

vestigate the possibilit卜
‐of fusion of the real― physical and the spiritual― unknOM″able in

art. By offering ciose readings of a few poems, I demonstrate how this ultirnately

doomed desire to unif、 ‐takes different forms but remains a prilne source of creative

nourishment toゝ Iurdoch's poetry,indeed llllight usefully be termed her`muse'.

R/1urdoch｀ s earl)‐ poems,influenced by Words、 ハ″orth and Hopkins, express naive illn―

pulses to relate・ [a]1l things to all'by attaining neo― Romantic conioining of subiect― Self

and obiect llature,but offer little constructive instruction as to hoM″ this union is effec―

tivelv to be achieved.The`real'、 ス/orld does not intrude:these yOuthful poems are self―

contained abstract in their notion of nature as tirneless.

Poems of the 1970s begin to portray assilnilatittn Of self into nature in a lnOre satis―

fying manner,presenting epiphanic monents of mutually reciprOcal cornlnunion、 vith

nature,ackno、ハFledging the`real'v″ orld's influence.Inner turmoil and Outer incident or―

ganically image one another in a rnanner genuinelyヽ lrOrdsworthian.These poems begin

to attempt to map tho subsequent,linked desire to investigate how poetry itself(art)

may then symbolically translate fusion of inner and outer.

`}/1usic in lreland',Murdoch's lnost sophisticated poem,cxarnined in detail here,sets

innocent nature against brutal rnan― lllade reality and offers synthesis into art as a po―

tential healing force thus source of spiritual renewalin a、 ハ″ay lnore complex than other

poems、ハ√ritten between 1980 and 1990,but this piece cannot achieve a closё d ending.The

respttnese instilled by murder have,on one level,`nothing to do with' rl■ usic(art), and

yet both are abstract nOtions formed frorn lnaterial reality,existing in tirne and space

and yet(in a kind Of Platonic, essential lnode)sirnultaneously residing as separate

fron■ the parts v′ hich constitute them.

Thus our dosirc fOr resolution,ゝ /1urdoch's quest for reunification of inner ane outer,

must always be`temporall,never permanent,because weare temporal and imperma―

nent、vith only a`confused sense'of elements(art,nature)outside Our knowable physi―

cal wOrld Vヽe cannot escape the fact that、 ハ″e are human,can never be frec of the physi―

cal world,even in art

Like lnany other able poets,NIurdoch attempts to solve the subiect//Obiect prOblem

by assilllilating thc mundane world of actuality into the purer reallns of nature and

al‐t,only to find the desired synthesis precarious and ultilfllately ilnpossible since the

contingentヽハ/orld()f flux stubbornly refuses to vanish Her reverence for art and nature

is tempered v″ ith painful acknoAlvledgment of the corrupted human world of surfaces

frOΠl M/hich art rnust novv be made and in terms of、 ハ″hich art rnust be read.
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第ユ1回大会1彙摯華護華:

2001年 10月 6日 0川崎医療福祉大学にて開催。

研究発表、特別講演、懇親会など計画しています。

特別講演など詳細については、後日各会員に連絡

致します。

下記の要領で第 3回研究発表会の発表者を募集

致します。発表テーマに発表要旨 (日本語の場合

は1200字程度、英語の場合は400words程 度)を

添えてお申し込みください。

応募資格 :日 本アイリス・マードック学会会員

発表時間 :発表25分、質疑応答 5分

締 切 日 :2001年 6月 末日

中し込み :発表者の氏名、所属、住所、電話を明

記して、下記あて先まで

〒701-0193

倉敷市松島 288
川崎医療福祉大学

橋本信子研究室

日本アイリス・マードック学会

原1稿募1集につ■ヽて,

第 3号よリマードック作品に関するエッセイ、

研究・翻訳のこばれ話、書評などの掲載を予定し

ています。お、るってご投稿下さいませ。

本文 :1600字程度で、でき得る限リワープロで原

稿を作成の上原稿とフロツピーディスク

(MS― DOSフ ァイルに変換したもの)を

提出

締め切り :2001年 10月末目

送先 :〒 709-0802

岡山県赤磐郡山陽町桜ケ丘西6-10-6

福永信哲

団
モ会で報告し承認された1999年度会計の収支決

事務局よりのお知らせ

発行者

代 表
編 集
事務局

算をお知らせします。収入は年会費 136,000円 と

寄付等105,600円 で合計241,600円 でした。支出は

ニューズレター刊行費23,100円、学会運営費44,0

55円、通信費15,582円、消耗品費等32,931円 で合

計115,668円 でした。残金125,932円 は次年度繰越

金としました。会費未納のお方は、速やかにお納

めいただきますようお願い致します。

なお、この度の理事会の承認をえて会計係が変

わりました。

会計 小 野 順 子

マードック学会第 2回大会では研究発表に若い

世代からも、研究機関に所属 していない筋からも

応募があり、共感に満ちた質の高い批評が聞けた

ことを喜んでいます。私はイギリス滞在中、ジョー

ジ・エリオット協会の集いに 3度参加 して、作家

を敬愛する人々が地位や年齢に関係なく作品の味

わいを語り合う様子をみて、心和む思いがしまし

た。そこには権威主義に毒されない人情的な触れ

合いがありました。私どもの学会も産声をあげた

ばかりのささやかなものですが、マードック先生

への尊敬の絆で結ばれた親しみやすい雰囲気があ

るように思います。これを今後も大切に育ててい

ければと念じています。

今後は、研究こばれ話や作品の寸評など幅広く

皆様からのご寄稿を歓迎致します。謙遜で質実な

マードック先生のお人柄と作風が私どもによき感
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